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　宮城県が仙台市太白区秋保地区に新設した「県立秋保かがやき
支援学校」が完成し、あす９日に開校式を開く。小学部と中学部
の児童生徒、高等部普通科・産業技術科の生徒が地域との触れ合
いを通じ多様な学びを実践する場として、新たなスタートを切る。
設計は佐藤総合計画、工事は前田建設・西武建設・阿部和工務店
ＪＶらを中心とする施工陣が担当した。

　古くは「名取の御湯」と呼ばれ、日本三大御湯場のひとつ、秋
保温泉の地に、県内ではこれまでにはないタイプの特別支援学校
として、秋保かがやき支援学校が開校する運びとなりました。
　新たな学校は、「自分らしく、共に学び、共に輝く」を教育の
スローガンとし、小学部・中学部・高等部普通科と高等部産業技
術科の生徒が、同じ校舎で共に学びながら、さまざまな交流を大
切に、教育活動を進めていきます。そして、地域とのつながりや
資源・自然を最大限に取り入れた教育活動を通じて、お互いの障
害特性、多様性を認め合いながら、自立と社会参加を目指してい
きます。加えて、高等部産業技術科の生徒については、職業教育
の充実、３年間の寄宿舎生活で自立に向けた生活力、集団生活で
の規範意識を高め、社会の一員として周囲から求められる人材の
育成を目指していきます。
　秋保かがやき支援学校における、児童生徒一人一人の個別最適
な学び・協働的な学びを通じて、一人一人が個々の生き方を大切
にし、自分らしく輝き続けて欲しいと願うところです。
　今後も地域との協働を大切に、「地域とともに歩んでいく学校」
秋保かがやき支援学校を、どうぞよろしくお願いいたします。

　秋保かがやき支援学校は、小・中・高等部普通科と高等部産業
技術科の二つの支援学校が一つ屋根の下で学ぶという宮城県初の
新設校です。
　私たちが目指したのは、年間を過ごす学び舎として、社会の
一員として成長が実感でき、地域に開かれ地域と共に歩む学校で
す。『みんなの庭』と名付けた中庭を囲む「ロの字形」の校舎と
することで各学部の独立性を保ちながら交流を育むことを目指し
た、『みんなの庭』に面したスロープや特徴的な階段、食堂などの
共用部を通して互いの活動の様子が感じられる構成が特徴です。

　また、産業技術科の実習や学校の情報発信・地域との交流拠点
となる『どまカフェ』と、既存桜並木を生かした遊歩道『さくら
の小径』は、地場産の秋保石を採用するなど秋保らしさを表現し
た、この学校の顔として計画しました。
　さらに身体を思いきり使って遊べる『運動あそびの庭』や、体
育館と一体利用できるグラウンドなど、既存地形の高低差を活か
した変化に富んだ学びの場もつくりました。
　これら三つの庭と「ロの字形」の校舎で、地域・人・自然とつ
ながり、みんなが輝く学び舎となることを祈っています。

㈱佐藤総合計画／前見文武

■工事名称：仙台南部地区特別支援学校新築事業
■工事場所：仙台市太白区秋保町湯元字鹿乙他
■発　注　者：宮城県
■敷地面積：２万，㎡
■建築面積：，㎡
■延床面積：１万，㎡
■構造階数：ＲＣ造一部ＳＲＣ造、Ｓ造、Ｗ造４階
■設　　計：株式会社佐藤総合計画
■施　　工：建　築前田建設工業・西武建設・阿部和工務店ＪＶ

電　気電気工事平間組
電　気新栄電設工業
空　調アトマックス
衛　生ダイマル
昇降機フジテック

■工　　期：年３月～年月 教室 スロープ

　
当
工
事
は

秋
保
温
泉
近
接
エ
リ
ア
で

観
光
客

の
通
行
が
多
い
県
道
に
面
し
た
敷
地
に
建
屋
５
棟
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
他
の
外
構
工
事
を
同
時
に
建
設
す
る
工

事
で
す

工
事
の
進
行
に
関
し
て
は

毎
月
﹁
施
工

者
便
り
﹂
を
全
町
内
に
配
布
し
て
工
事
進
捗
を
報
告

す
る
と
と
も
に

地
域
ア

ト
イ
ベ
ン
ト
﹁
ア
キ
ウ

ル
ミ
ナ

ト
﹂
へ
の
協
力
や
清
掃
活
動
な
ど

地
域

の
協
力
を
得
な
が
ら
工
事
を
進
め
ま
し
た


　
労
務
環
境
が
厳
し
い
中

工
期
を
守
る
た
め

無

駄
の
な
い
効
率
的
な
施
工
計
画
と
工
法
改
善
に
よ
る

省
力
化
が
重
要
と
な
り

バ
ル
コ
ニ


庇
の
Ｐ
Ｃ

化

鉄
筋
柱

梁
各
部
材
の
工
場
ユ
ニ

ト
化
等
を

採
用
し
工
期
短
縮
を
図
る
と
と
も
に

躯
体
と
外
構

工
事
を
同
時
進
行
さ
せ
る
た
め

揚
重
機
配
置
計
画

や
施
工
順
序
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
使
い

綿
密
に
検
討
し
効

率
良
く
工
事
を
進
め
ま
し
た


　
ま
た

要
求
品
質
を
満
足
す
る
た
め

外
壁
の
実

物
大
の
モ

ク
ア

プ
や
主
要
な
部
屋
の
先
行
ル


ム
を
作
成
し

設
計

学
校
関
係
者
様
と
意
匠

機

能

使
い
勝
手

安
全
性
を
検
証
し

共
通
認
識
を

持

て
工
事
を
進
め
満
足
で
き
る
建
物
を
つ
く
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た


　
工
事
関
係
者

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り


無
事
竣
工
出
来
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す


　
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校
で
子
供
達
が
健
や
か
に

成
長
し
将
来

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
輝
く
人
材
と

な
り

学
校
が
地
域
の
方
々
と
共
に
発
展
し

皆
さ

ま
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
祈

て
お
り
ま
す


　
前
田
建
設
工
業
㈱
東
北
支
店
　
藤
田
武
志

み
ん
な
の
庭

【校章デザイン・スクールカラー】
　校章の中央部に「秋保」のＡを星形で囲み、一人一人が伸び伸びと
学び、輝き重ね合わさることで、地域や家族、教職員らの関わりを表
現した。スクールカラーは自然豊かな環境をイメージする青竹色。
「かがやきグリーン」と名付けた。

交流拠点「どまカフェ」

地域とつなぐ「さくらの小径」

施設全景（撮影：株式会社プライズ、山崎浩治）


